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Ｉ　Ｍ　報　告

　ＩＭのテーマ「ロータリーの価値を高め、広めよう」のも

とに、ロ－タリー勉強会、講演会、交流会の 3 部構成で 2 月

27 日（土）に浦和のホテルで開催した。　　

　第 1 部勉強会は入会 5 年未満の会員を対象に「ロータリー

の基本を学ぶ」をテーマに大塚ガバナーに基調講演を、岩渕

直前ガバナーには「ロータリーの親睦と奉仕を学ぶ」をテー

マにしたセッションのリーダーを務めていただいた。

　そして「超我の奉仕」の基本をしっかり勉強してもらい、

将来を背負って立つロータリアンの育成を目指した。この勉

強会にお忙しい中、快くお引き受けくださった両氏に感謝の意を表します。

　第 2 部は一般市民を含めて約 350 名参加の公開例会とし、各クラブから推薦されたボランティア団体に感謝状

の贈呈を行った。その後、キャスターの堀尾正明氏に「ボランティア活動は、地域を変えられるか」のテーマで、

街が素晴らしい方向に激変した事例を挙げながらユーモアあふれる講演をされた。その中でコミュニケーションの

大切さを強調され、これからのボランティア活動にいかすことのできるヒントをいただいたような気がした。また、

この例会の中で、ロータリーとはどんな団体かの説明と国際ロータリーのＰＲパンフレットを配布した。

　第 3 部の交流会は近隣クラブのロータリアンの他、グループ外からのロータリアンの参加を得て、皆さんとロー

タリーを大いに語り、親睦を深め、リラックスし、アトラクションを楽しみ、明日からの仕事とロータリー活

動の原動力を養った。

　今年度のＲＩのテーマ「ロータリーの未来は、あなたの手の中に」を具現化するためにも、私たち一人ひとりが

その意図するところを理解し、地域において、ロータリーの価値を高め、広めていかなければ、ロータリーの明る

い未来は望めそうにもありません。頑張りましょう !!

　追記　3 月 1 日付の埼玉新聞にＩＭの記事が掲載されました。

第 1 グループ　ガバナー補佐  鈴木　子之吉（浦和東）

2010 年 2 月 27 日（土）／浦和ロイヤルパインズホテル第 1 グループ

「ロータリーの価値を高め、広めよう」テーマ
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　2010 年３月４日（木）14：00 から第 11 グループの IM が、

川口駅前のフレンディアで開催されました。テーマは　１）

食育について　２）ポリオ撲滅キャンペーン　３）11 グルー

プ内のクラブ間の活動報告と親睦　の３つでした。川口 RC

がホストクラブを勤め、コ・ホストは、11 グループ内６つ

のクラブ、鳩ヶ谷、川口東、川口・鳩ヶ谷武南、川口モーニ

ング、川口南、鳩ヶ谷シティが勤めました。

　IM は第一部から第三部までで構成され、会に先立って、

ポリオ撲滅キャンペーンおよび米山・財団についての紹介ビ

デオが放映され、広く市民の皆様にロータリーの活動をご理解いただくきっかけとなりました。またご来賓挨拶で

は、岡村川口市長より、いつも変わらぬロータリー活動に対する深い認識と心のこもった温かい励ましの言葉を頂

戴いたしました。

　続いての講演会では、四谷 RC の会員で、服部学園、服部栄養専門学校、理事長・校長医学博士でもあられる服

部幸應先生に「食育」についてお話いただきました。戦後、核家族制に移行した為に、親から子へ受け継がれてい

くべき「衣・食・住」の伝承が切れてきていること、日本の食糧需給率の乏しさ、食卓事情の変化など、非常に危

機的状況を迎えている日本の「食」を、的確な数字とともに理解することができ、改めて考え直す機会となりました。

　第二部の事業報告では、奉仕を中心とした、お互いの活動報告を交換することで、グループ内の活動を理解しあ

うことができ、それぞれ次の活動に対する強い刺激を受けました。

　第三部の親睦会は、江南春に会場を移し、賑やかな懇親会となりました。日頃なかなか言葉を交わす機会のない

グループ内のロータリアンも、共通の目的を持つ仲間ということでうちとけあい、ロータリアンそれぞれがお互い

を知り合うことのできる絶好のチャンスとなりました。

　当日はポリオ撲滅キャンペーンで提唱している、ペットボ

トルキャップの収拾を行いましたが、皆様のご協力のお陰で

総重量 510 ｋｇ、204,000 個が集まり、331.5 人分のワク

チンに貢献することができました。

 　ガバナー、パスト・ガバナーを始め、ご参加頂きました

全てのロータリアン、ホスト、コ・ホストとしてご活躍いた

だいた実行委員を中心とした皆様、そしてご参加頂きました

全ての市民の皆様に心から御礼申しあげます。

第 11 グループ　ガバナー補佐  田中　德尚（川口）

2010 年 3 月 4 日（日）／フレンディア第 11 グループ

１）食育について　　　

２）ポリオ撲滅キャンペーン　

３）11 グループ内のクラブ間の活動報告と親睦

テーマ
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ロータリー財団特別功労賞
パスト・ガバナー　

吉 田  豊 治  （越谷南）

田中　德尚（川口）　ガバナー・ノミニー決定
国際ロータリー第 2770 地区　2012 〜 13 年度

［公職歴］

2004年４月1日

2004年４月1日

2009年7月8日

［寄付関係］

ロータリー財団	 ベネファクター・大口寄付者
		  田中德兵衞德尚冠名奨学金基金
米山梅吉記念奨学金　米山功労者（メジャードナー）

［川口ＲＣ会長として］（2770 地区表彰）
2008 － 09 年度　ロータリー会長賞
　　　　　　　　会員増強推進計画賞

川口商工会議所常議員

㈱テレビ埼玉放送番組審議会委員

埼玉県立近代美術館協議会委員

川口 RC 入会
地区職業奉仕委員
地区職業奉仕委員長
地区新世代委員長
地区環境保全委員長　　　
地区国際奉仕委員長
地区職業奉仕部門委員長
地区長期計画委員
第 50 代川口ロータリークラブ 会長
第 11 グループ ガバナー補佐

生年月日　昭和27年 4 月 20 日
自宅住所　埼玉県川口市末広１丁目 7 番 5-801
勤務先住所　埼玉県川口市末広１-11-2 セントラルグループ
電　　話　048-222-1477

（2010 年 3 月 24 日現在）

学　　歴　1950 年３月　成蹊大学経済学部卒業

職　　業　セントラル自動車技研株式会社（他９社）代表取締役社長

ロータリー財団功労表彰状
パスト・ガバナー　

飯 野  雪 男  （蓮田）

各年度に最高 50 名ま
でのロータリアンに本
賞が授与されます。

本賞は１度限り贈呈さ
れ る も の で あ り、 毎
年、200 名に満たない
ロータリアンに贈られ
ます。

［ロータリー歴］

1992 年 7 月２日

1995 〜 96 年度

1996 〜 97 年度

1998 〜 99 年度

2000 〜 01 年度

2002 〜 03 年度

2003 〜 04 年度

2007 〜 08 年度

2008 〜 09 年度

2010 〜 11 年度
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　今年度のライラ研修は、テーマを「世界遺産・知床で自然環境体験」
として実施しました。委員会では自分の身の回りにある環境を切り口と
してセミナーを開催し、その実践の場として北海道東部を選びました。
　まず事前研修を、さいたま市桜区のプラザウェストで３回、いずれも
埼玉県環境科学国際センターの研究員をお招きして、１回は大気（地球
環境問題概論）２回は水環境（私たちになにができるか）３回は自然（生
物多様性と保全）のセミナーを開催しました。
　北海道研修では、１日目は博物館網走監獄で北海道開拓の苦難の歴史
を知り、オホーツク流氷館では− 15 度を体験し本物の流氷やクリオネとふれあいました。流氷観光船では流氷の
ないオホーツク海を体験して地球温暖化を実際に体験しました。夜のネイチャーガイドの世界遺産・知床のセミナー
でも知床の温暖化や生態系の変化など興味深い話を伺うことができました。そしてオーロラファンタジーでは昔知
床で見ることの出来たというオーロラのすばらしい体験もしました。
　２日目は知床自然センターから、スノーシューを履いての雪原ハイキングをフルベの滝まで約２時間 30 分のハ
イキングを体験しました。北海道の雨、自然の林と人口の林の違い、風の道、そこに暮らす動物たちの足跡、増え
すぎてすぐ近くにいる鹿たち、人間とのかかわり、そして自然のきびしさ、研修生もロータリアンもいろいろな体
験と感想をもつ事ができたと思います。そして素晴らしい展望だった摩周湖も印象的でした。ホテル到着後のグルー
プディスカッションでは「環境問題いま私たちになにができるか」では真剣な討論がおこなわれました。

　３日目はグループディスカッションの発表。先住民族アイヌの皆さん
によるアイヌコタンでの講話と古式舞踏の見学と体験を行いました。
　そして事後研修では研修生による感想の発表、修了証の授与、ポリオ
の研修も行い本年度ライラ研修セミナーを終了することができました。
各ロータリークラブの皆様のご協力により、研修生に意義のある多くの
場を提供できたことを感謝申し上げます。ライラ研修報告書を作成し各
クラブに送付させて頂きたいと思います。ありがとうございました。

　今年で 22 回目を迎える日韓インターアクト相互訪問、今年の訪問地
は数年ぶりに人口がさいたま市とほぼ同じ位の都市（水原市）です。訪
韓団はインターアクター 36 名、顧問教師 3 名、ロータリー関係 7 名の
計 46 名で日程は例年と同じ 3 月 25 日～ 30 日までの 6 日間でした。
　今年は日本を出発する時間を 3 時間程早くしたので集合時間が大変な
インターアクターもいましたが韓国に行っての初日の時間が有意義に使
えたように思えました。仁川空港から水原市までは、新しい道路と更に
は世界第 2 位の長い橋の完成によって 1 時間もかからずに対面式のホ
テルに到着いたしました。

新世代育成・インターアクト委員長  池澤　幸弘 （岩槻）
平成 22 年３月 25 日〜 30 日開催

インターアクト訪韓団
国際ロータリー第 3750 地区（韓国・京畿道水原市訪問）

報　告

ローターアクト・ライラ委員長  吉岡　修 （庄和）
平成 22 年３月 20 日〜 22 日開催

ライラ研修・テーマ「世界遺産・知床で自然環境体験」報　告
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　今年の交流会は水原外国人学校でお互いの国のインターアクターが楽器演奏や踊り・民族舞踊や武道など発表し、
昨年以上の素晴らしい演技に会場は大変盛り上がりました。また、交流会の前の韓国インターアクトの事業発表が
あり、日本では我々ロータリアンが行なっているようなポリオプラス等の活動をロータリアンとともに東南アジア
諸国を廻り奉仕活動したことを聞きスケールの大きさに驚かされました。インターアクトの奉仕活動について改め
て考えさせられ次第です。交流会の最後は、お互いのインターアクターが軽食をしながらの交流です。１月に日本

に来た韓国のインターアクターとの再会に大いに盛り上がりました。
　また、帰国前日の３月 29 日には韓国第 3750 地区チェガバナーはじ
め地区役員と今後の交流についての意見交換を行い、お互いの地区の考
えを確認し合えたことが大きな成果だと思います。
　いつものことながら韓国第 3750 地区の皆様の熱い歓迎に感謝致しま
す。この６日間何一つ事故も無く帰国出来たのも韓国第 3750 地区に皆
様のお陰と引率教師の皆様のお陰と感謝致します。本当に有難う御座いま
した。

　2010 ～ 2011 年度「地区チーム研修セミナー」が 2 月 19 日（金）、
越谷市中央市民会館で開催されました。レイ・クリンギンスミス RI 会
長エレクトは、『地域を育み、大陸をつなぐ』のテーマを発信し、「ロー
タリアン以外の人々にロータリーの目的を説明すること」と「ロータリ
アンに自分たちの活動の意義を再認識してもらうこと」、この 2 点の目
標をかかげました。井橋ガバナー ･ エレクトはこのテーマに基づき地区
運営及び地区活動方針を説明し、「創立の原点に回帰しよう」と約 170
名の次年度地区役員へ呼びかけられました。地区組織は大塚ガバナー年

度を踏襲し、加えてロータリー財団部門が井橋年度より「未来の夢計画」
パイロット地区となり、方針に則った組織編成となりました。
　昼食後、各担当諮問委員、部門委員長を中心に部門部会別で熱心な討
議が行われ、会場を移動して行われた懇親会でも話は尽きることはあり
ませんでした。
　この地区チーム研修セミナーで、初めて次年度地区役員が一堂に会し
ましたが、地区チームとしての意識を高めることができました。

平成 22 年２月 19 日開催
次年度地区チーム研修セミナーを開催報　告

次年度地区幹事  中島　美三郎 （越谷）

　昨年の大塚ガバナー年度より会長エレクト研修セミナーは 2 日間の研修となりましたが、今回の 2010 ～ 2011
年度「会長エレクト研修セミナー」も 3 月 5 日（金）～ 6 日（土）にラフレさいたまで開催されました。地区役員、
会長エレクト含め総勢約 150 名が参加され、第 1 本会議では大塚ガバナーにご挨拶いただき、中村靖治次年度地
区研修リーダーより「会長のリーダーシップ」について講演いただきました。その後、井橋ガバナー ･ エレクトか
ら次年度のテーマ及び方針が発表されました。

次年度地区幹事  中島　美三郎 （越谷）
平成 22 年３月５日〜６日開催

会長エレクト研修セミナー（PETS）開催報　告
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　各部門部会委員会の方針発表は各部屋に分かれ、部門部会委員長が中心に少人数討論スタイルで進め、会長エレ
クト参加型の研修を行いました。ガバナー補佐と会長エレクトが 1 セッション 40 分、9 つの部門部会にそれぞれ
移動し受講いただきました。次年度の方針を勉強しながら、現在の自クラブの状況を把握し、また他のクラブにつ
いても知ることができる良い機会となっていました。
　この度参加いただきました会長エレクトの皆様が、クラブ会長としてリーダーシップを発揮されること祈念し、
報告とさせていただきます。

　ペッツ開催（3/5,6）１週間後の３月 12 日（金）ラ・フォーレ清水
園において第 2770 地区「ロータリー財団補助金管理セミナー」が開催
されました。
　このセミナーは、当 2770 地区がパイロット地区になった事により初
めて開催されたもので、「未来の夢計画」試験段階の下、クラブが補助
金を受領するために、１年に１回の開催が義務づけられた講習会です。

「未来の夢計画」の導入により、6 つの重点分野での事業規模がこれま
での３倍になりましたし、地区補助金など地区の口座に振込まれる金額が 2.5 倍になりました。
　地区の裁量権の拡大と重点分野への集中投資が目的です。これに伴って、DDF の使用に関して、「グローバル補
助金用の銀行口座の開設、資金管理者２名の指名、領収書の５年間の保存等々」資金管理の厳格さが求められるよ
うになりました。従って、このセミナーに出席しかつ「クラブの覚書（MOU）」に会長と会長エレクトが同意の署
名をして、地区に提出する事でクラブの補助金への参加資格が得られるというものです。
　クラブの参加資格は、１ロータリー年度有効で、年度ごとに資格を更新する必要があります。今回のセミナーに
は、各クラブの会長エレクトをはじめ、奉仕プロッジェクト委員長、社会奉仕委員長、ロータリー財団委員長等に
出席して頂き、「未来の夢計画概要」「補助金の受与と受諾の条件」等について説明をさせて頂きました。
　当日は、井橋吉一ガバナーエレクトや中村靖治次年度研修リーダー、北 清治 RRFC をはじめ、多くのパストガ
バナー、次年度ガバナー補佐をお迎えし、230 名という出席者数で開催されました。

　セミナーは岩渕均次年度地区ロータリー財団委員長（直前ガバナー）
の「未来の夢計画の概要」についての説明にはじまり、「新補助金制度」
の内容説明や例年行なっていました「地区補助金」説明もさせて頂きま
した。
　短い時間でしたが、質疑応答では密度の濃い質問が数多く飛び交う、
熱気あふれた大変有意義なセミナーであったと思います。
　最後に、ご出席頂いた次年度各クラブのリーダーの皆様に感謝申し上
げセミナー報告とさせて頂きます。

次年度ロータリー財団部門副委員長  下 　和 雄 （大宮シティ）
平成 22 年 3 月 12 日開催

「ロータリー財団補助金管理セミナー」開催報　告
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地区大会記念講演から
◎ 「ロータリーの魔法」　　　　　　　　ビチャイ・ラタクル　2009　5p　（D.2730）
◎ 「国際ロータリーの長期計画の中核となる価値観について」

　　　　　　　　　　　　　　　　　黒田　正宏　2009　9p　（D.2570）
◎ 「クラブの活力の再生をめざして - 前橋ＲＣのＣＬＰ実践事例」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　曽我　隆一　2009　7p　（D.2510）
◎ 「ロータリーと夢」　 　 　 　 　 　 　 三井　章義　2009　11p　（D.2640）
◎ 「グルーバル化と日本の教育」　　　中島　嶺雄　2009　12p　（D.2600）
◎ 「これからの北海道が生き抜く道」　寺島　実郎 　2009　16p　（D.2510）
◎ 「私の夢 - 世界最高齢でチョモランマに挑む」　

　　　　　　　　　　　　　　　　　三浦雄一郎　2009　14p　（D.2510）
◎ 「“夢をかたちに”日中友好秘話 - 梅屋庄吉と孫文」小坂哲瑯　2009　4p　（D.2570）
◎ 「日本のこころについて」　境野勝悟　2009　12p　（D.2560）

ロータリー情報委員長　篠  原　唯  史（浦和北東） 職業倫理委員長　清  水　裕  次（岩槻東）

連 載

第10回　職 業 倫 理 委 員 会 情 報第11回  ロータリー情報ニュース

　「ロータリーの奉仕の理想とは？」

　大塚ガバナー年度に入会された「ロータリアンの皆さ
ん」が、早くロータリーに親しんでいただく為の情報入手
先として、いくつかご紹介しますので参考にして下さい。
１）クラブ例会。ロータリアンは、例会に出席する義務
があり、ロータリーを理解する為には一番重要な情報源。
２）クラブ会報。３）ガバナー月信。ガバナーから地区
内のクラブ（第 2770 地区は全会員）へ毎月発送される親
書的な公式文書。４）地区大会。年１回開催される地区
大会は、地区内 81 クラブの活動を知り、会員と語り合う
絶好の機会。また、ガバナーや国際ロータリー（RI）会長
代理の話、シンポジウムなどでは、国内のクラブの状況や、
全世界のロータリーの動きなども知ることが出来る。５)
THE ROTARIAN・ロータリーの友。会員は、ロータリーの
機関雑誌である「THE ROTARIAN」または、RI 理事会か
ら承認ならびに指定されている地域的なロータリー雑誌

（日本の場合は「ロータリーの友」）を購読する義務がある。
「ロータリーの友」には、国際ロータリーから指定された
記事（RI 指定記事と掲載）や国内の地区や RC の活動状況
を紹介した記事や会員の意見を掲載したページなどで構
成されている。６）ホームページ。国際ロータリーのホー
ムページ hppt://www.rotary.org では、ロータリアンに必
要な最新情報を紹介。日本語のホームページはロータリー
ジャパン hppt://www.rotary.or.jp をはじめ、地区、クラブ、
インターアクト、ローターアクトなど、700 以上もある。
国際ロータリーの公式文献・資料は RI 日本事務局。ロー
タリー文庫 hppt://www.rotary-bunko.or.jp。最後にロータ
リーの基礎知識を理解するマニュアル本として「これだけ
は知っておきたいロータリーの基礎知識」を活用されるこ

とをお勧めいたします。（月信３月号 R 情報ニュース参照）

　４月号で書きました４つの小委員会はクラブレベルに
おいてのプログラムであり、優良社員の表彰や、職場見学、
就職相談、職業情報、就職模擬面談テスト等の事業がこ
れにあたり職業奉仕を推進する手段であり、職業奉仕そ
のものではないと思います。なぜならば本来「職業を通
じて社会に奉仕する」のがロータリーの職業奉仕の原則
であります。ロータリークラブは、クラブそのものは職
業をもっておりません。厳密な意味でいえばクラブとし
て職業奉仕はできないと思われます。
　クラブの責務として、この４つの委員会にも力を入れ
て、地域住民、特に青少年に対してつながりと、コミニュ
ケーションを大切にしていくことがＲＩ方からクラブに
求められてきております。時代の変革や地域のニーズの
変化で職業奉仕も変わってゆく事実を認めながらも、基
本的にはあくまでも会員一人一人、個人個人の意識の高
揚と、自分自身の奉仕の実践、すなわち、Ｉ serve であり、
クラブはその適用方法を教え、奨励し、鼓舞するのがそ
の役目だと思います。そして、会員一人一人の個々の奉
仕の集合がクラブの職業奉仕活動を推進するものと思い
ます。
　わかりやすく言えば、自分自身でだけでなく、身近な
人だけでもなく、社会全体に奉仕することによって住み
よい社会、世の中にする事が、これがロータリーの奉仕
の理想であるということだと思います。又４つの小委員
会についてでありますが、上からのすすめがあるからと
いって必ずしも従うことはないと思います。クラブの自
治、自主が最優先であると認められているからであり
ます。

「ロータリーを知ろう　ロータリー情報の入手先」

「ロータリー文庫」は日本ロータリー 50周年記念事業の一つとして 1970 年に創立された皆様の資料室です。

ロータリー関係の貴重な文献や視聴覚資料など、２万余点を収集・整備し皆様のご利用に備えております。閲覧は勿論、電

話や書信によるご相談、文献・資料の出版先のご紹介、絶版資料についてはコピーサービスも承ります。また、一部資料は

ホームページで PDF もご利用いただけます。

クラブ事務所にはロータリー文庫の「資料目録」を備えてありますので、ご活用願います。以下資料のご紹介を致します。

 ロータリー文庫 
〒 105-0011
東京都港区芝公園 2-6-15 黒龍芝公園ビル３F 
TEL（03）3433-6456  FAX（03）3459-7506
http://www.rotary-bunko.gr.jp 
開館＝午前 10 時～午後５時 　
休館＝土・日・祝祭日

［左記申込先：ロータリー文庫（コピー／ PDF）］  
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菊 池　和 彦帆 足　和 之
（岩槻東）（浦和）

平成 22年3月24 日平成 22年3月23 日

米山功労者 米山功労者

池 口　順 造

内 田　弘 章

高 田　啓 一田 中　作 次

高 田　啓 一

堂 坂　信 行

津 島　英 世

原 田　隆 昭

石 出　幸 一

根 本　邦 通 斉 藤　忠 治

大 塚　順 康

（大宮北）

（戸田西）

（鳩ヶ谷シティ）（八潮）

（鳩ヶ谷シティ）

（庄和）

（吉川）

（大宮北）

（三郷）

（鳩ヶ谷シティ） （浦和北東）

（上尾西）

平成 22年3月10日

平成 22年3 月30 日

平成 22年３月26 日平成 22年３月25 日

平成 22年3月26 日

平成 22年4 月9 日

平成 22年3月29 日

平成 22年3 月1日

平成 22年2月2 日

平成 22年3 月26 日 平成 22年3 月5 日

平成 22年3月31 日

M・P・H・F (3)

米山功労者（M-22）米山功労者（M-29）

M・P・H・F (2)

駒 崎　繁 夫
（戸田西）

平成 22年3 月30 日

M・P・H・F (2)

溝 上　西 二
（戸田西）

平成 22年3 月30 日

M・P・H・F (2)

ロ
ー
タ
リ
ー
財
団

米山功労者（M-8）

昼 間　孝 一伊 藤　秀 穂松 本　荘 生
（大宮北）（鳩ヶ谷シティ）（戸田西）

平成 22年3月24 日平成 22年3月26 日平成 22年3月30 日

M・P・H・F (1)M・P・H・F (2) M・P・H・F (1)

M・P・H・F (3)M・P・H・F (7) M・P・H・F (3)

M・P・H・F (3)

米
山
記
念
奨
学
会

田 中　徹 夫
（岩槻東）

平成 22年3月24 日

米山功労者（M-9）

中 野　　 清大 國　　 博
（上尾北）（上尾北）

平成 22年11月27 日平成 22年11月27 日

M・P・H・F (3)M・P・H・F (3)

布 施　雅 章斎 藤　公 司

邨 田　　 茂

（八潮）（岩槻東）

（吉川）

平成 22年4月14 日平成 22年3月24 日

平成 22年3月29 日

米山功労者（M-5）米山功労者（M-6）

米山功労者（M-6）

金 子　幸 重
（岩槻東）

平成 22年3月24 日

米山功労者（M-4）

駒 崎　繁 夫西 袋　政 己

秋 元　咸 二

（戸田西）（戸田西）

（戸田西）

平成 22年3月30 日平成 22年3月30 日

平成 22年3月30 日

米山功労者（M-3）米山功労者（M-4）

米山功労者（M-4）

原 田　　 猛松 本　荘 生明 石　寿 也
（戸田西）（戸田西）（戸田西）

平成 22年3月30 日平成 22年3月30 日平成 22年3月30 日

米山功労者（M-4）米山功労者（M-4）米山功労者（M-4）

北  村　　透長谷川 吉 昭秋 元　善 行
（川口）（吉川）（戸田西）

平成 22年3月18 日平成 22年3月29 日平成 22年3月30 日

米山功労者米山功労者米山功労者（M-2）

小 林　邦 彦
（上尾）

平成 22年3月25 日

米山功労者（M-7）

大口寄付（16,000$）
べネファクター (12)

大口寄付（816,218$）
メモリアル基金 大口寄付（10,049$）
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◆訃報◆　
謹んでお悔やみ申し上げます。

茂 木　義 之

那須野 長 三

高 橋　　 博

（浦和）

（川口）

（川口南）

平成22年3月5 日入会

平成22年3月25 日入会

平成22年4月14 日入会

ロイヤルパインズ㈱
浦和ロイヤルパインズホテル

㈱エプセル

㈱平安堂

岡 野　敬 蔵 八 木　隆 一
（大宮シティ） （大宮シティ）

平成22年2月17 日入会 平成22年2月17 日入会
㈲ビッツ ㈲八木泉

神 戸　　 純
（三郷）

㈱神戸商店
平成22年2月12 日入会

村 上　基 一

横 山　　 淳

傍 島　祥 夫

小田嶋 雅 美

（浦和中）

（浦和）

（大宮中央）

（大宮西）

平成22年3月11日入会

平成22年3月26 日入会

平成22年3月16日入会

平成22年3月29 日入会

㈱博愛社

㈱伊勢丹　浦和店

㈱ネクステージ

㈱小田嶋工務店

鎌 田　孝 昭

松 澤　良 和

（大宮中央）

（大宮北）

㈱ＪＴＢ首都圏

医）良裕会  松沢医院

平成22年3月16日入会

平成22年3月29 日入会

藤 堂　　昇
（岩槻東）

平成 22年3月24 日 平成 22年3月30 日

米山功労者

新
会
員
の
ご
紹
介

末 木　照 久 木 元　武 一
（越谷北） （戸田西）

平成22年2 月3 日入会 平成22年2月4 日入会
㈲末木電機 ㈱木元省美堂

石 川　秀 雄
（越谷北）

平成22年2 月3 日入会
㈲シュービ葬祭

米
山
記
念
奨
学
会

柳 沢　一 道 渡 邊　良 夫

岩 崎　朋 子

（浦和） （川口）

（浦和中）

平成22年2月19日入会 平成22年3月18日入会

平成22年4月1 日入会

㈱ＪＴＢ首都圏　浦和支店 ㈱介護ぶれーん

社会福祉法人  浦和の里

大 野　直 和

岩 上　暢 夫

武 良 功一郎

佐 野　敏 樹

平 井　一 嘉

（浦和東）

（春日部西）

（浦和中）

（浦和東）

（春日部西）

平成22年3月4 日入会

平成22年3月25 日入会

平成22年4月1 日入会

㈲はまや衣裳店

岩上商事㈱

㈲ケイ・エム

㈱つばめタクシー

みくに中央クリニック

鈴 木　茂 伸
（戸田西）

米山功労者

平成22年3月25 日入会

平成22年4月1 日入会

岡 村　彰 一  会員（蕨）

平成 22 年 4 月 8 日ご逝去
享年 88 才

島 先　宏 昌  会員（久喜菖蒲）

平成 22 年 4 月 4 日ご逝去
享年 81 才
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2009 ～’10 年度  3 月の会員数及び出席報告




